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平成20年 新春武道槽古始め

第3回 高岡市民体育大会
スキー競技

高
体
運
の
動
向

高
岡
地
区
高
粧
体
育
連
盟
　
会
長

　

印
一
　

由
，
　

表
一
　

里
カ

ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
皆
様
、
市
体
育
協
会
関
係
各
位
に
は
、

県
高
校
総
体
　
柔
道
競
技
で
小
杉
高
校
が
見
事
女
子
団
体
優
勝
、
個
人
で

日
知
本
選
手

（女
子
）
上
位
、
西
浦
遣
手

（男
子
）
三
位
、
角
谷
選
手

（男
子
）
五
位
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
ヽ
岡
西
高
校
が
女
子
団
体
三
ｔ
、
女
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス
、
片
山
　
奥
■
組

工
位
と
伝
統
校
の
活
羅
が
光
り
ま
し
た
。
自
転
車
の
個
人
コ
ー
ド
レ
ー
ス
に
お
い
て
氷
見
高

校
の
清
水
選
手
が
二
位
、
同
校
の
男
子
ハ
ン
ド
ポ
ー
ル
が
五
位
、
高
岡
商
業
女
子
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
も
五
位
と
大
健
闘
し
ま
し
た
。
今
回
、
高
同
地
区
か
ら
の
出
場
者
は
、
四
十

一
名

（人

競
技
十
四
種
目
）
、
前
々
回
の

一
〇
二
名

（十
五
競
技
二
十
二
種
目
）
、
前
回
の
六
十
六
名

（十

一
競
技
二
十
三
在
日
）
に
比
べ
る
と
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
本
県

の
国
作
成
績
に
も
現
れ
て
お
り
、
私
口
国
体
に
お
け
る
総
合
二
十
七
位
は
前
回
の
二
■
四
位

か
ら
後
退
し
、
北
信
越
五
県
で
も
長
野
に
次
い
で
四
番
目
に
古
ん
じ
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。さ
て
、
今
年
は
宮
山
県
に
高
校
体
育
遵
盟
が
発
足
し
て
以
来
、
六
十
年
の
節
日
を
迎
え
ま

す
。
■
体
は
昭
和
二
十

一
年
に
結
成
さ
れ
た
中
学
校
体
育
運
盟
で
、
翌
年
の
学
制
改
革
に
よ

り
中
学
校
が
高
等
学
校
と
改
私
さ
れ
た
た
め
、
同
二
十
二
年
六
月
、
中
体
連
を
発
展
的
に
解

消
さ
せ
、
会
則
　
役
員
　
競
技
専
門
部
な
ど
を

一
新
し
て
高
校
体
吉
連
盟
と
し
て
正
式
に
発

妃
い
た
し
ま
し
た
。
目
下
、
六
十
年
を
記
合
す
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
二
年
度
に
開
性
さ
れ
る
抑
縄
県
総
合
体
育
大
会
で
、
四
十
七
都
道
府
県

の

一
巡
開
催
が
終
わ
り
、
次
年
度
以
降
は
、
各
県
開
催
か
ら
プ
ロ
ッ
ク
開
催
に
変
わ
り
ま
す
。

①
大
会
ご
と
に
立
派
な
施
設
を
建
設
し
改
修
を
行
な
つ
て
開
催
し
て
き
た
が
、
今
後
は
既
存

の
施
設
を
有
効
活
用
し
て
大
会
を
運
営
し
経
費
の
削
減
を
行
う
。
０
４
ブ
ロ
ッ
ク
が
分
散
開

催
す
る
こ
と
で
、
各
県
の
有
す
る
大
規
模
既
存
施
設
の
有
効
活
用
が
行
え
る
。
③
配
宿
等
に

お
い
て
円
滑
な
配
宿
「工
回
が
行
え
る
。
が
主
な
理
由
で
あ
り
、
平
成
二
十
四
年
度
に
は
北
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
す
で
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
二
十
九
競
技
や
、
二
会
場

は
新
渇
県
で
以
下
、
長
野
　
富
山
　
石
川
　
相
井
県
が
数
競
技
ず
つ
分
■
し
て
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
平
成
六
年
度
の
単
独
開
催
以
来
、
十
八
年
ぶ
り
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
や
つ

て
き
ま
す
が
、
地
元
開
催
に
向
け
て
の
選
手
を
強
化
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
ま
す
。
ど
う

か
今
後
と
も
、
高
体
運
に
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
ご
声
援
を
お
願
い
中
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

)手
ち
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平
成
十
九
年
度

体
育
功
労
者
表
彰
式
及
び
研
修
会

平
成
十
九
年
十
二
月

一
日

於
　
高
エ
ビ
ル
八
階

平
成
十
九
年
度
慨
高
同
市
体
育
協
会
の
体
育
功

労
そ
の
表
彰
が
行
わ
れ
　
引
き
杭
さ
研
修
会
が
開

性
さ
れ
た
。
研
修
会
に
さ
き
だ
ち
第
３
回
理
事
会

が
開
か
れ
、
高
岡
市
体
吉
協
会
の
創
立
６０
周
年
記

合
事
業
や
叫
高
岡
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
回
と

統
合
の
道
捗
状
況
年
に
つ
い
て
零
議
さ
れ
た
。

表
彰
式
で
は
十
九
年
度
に
市
躍
し
た
小
学
生
１２

個
人
３
同
体
、
中
学
生
７
個
人
１
団
体
　
高
校
■

４
個
人
１
同
体
が
受
貫
し
、
本
年
度
は
宝
賞
者
が

昨
年
を
上
回
り
、
な
か
で
も
小
学
生
の
活
燿
が
Ｈ

覚
し
い
年
で
あ

っ
た
。
ま
た
受
貨
ヤ
を
代
表
し
て

市
星
中
宇
校
の
金
坂
絵
莉

（
レ
ス
リ
ン
グ
板
技
）

き
た
よ
り
計
辞
が
の
べ
ら
れ
終
了
し
た
．

引
き
続
き
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
講
師
に
ト
ナ

ミ
運
輸
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
監
■
の
今
泉
処
氏
を
招

き

「
チ
ー
ム
遭
営
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
い
た
だ

い
た
。
ト
ナ
ミ
運
輸
的
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
か
結

成
さ
れ
た
甘
常
、
経
続
、
そ
し
て
現
在
に
い
た
る

ま
で
　
国
民
休
育
大
会
８
回
　
日
本
リ
ー
グ
４
回

全
日
本
実
米
国
大
会
５
回
の
優
勝
な
ど
の
輝
か
し

い
戦
Ｆ
と
そ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
音
労
話
な
ど
や

准
≡
者
と
労
働
組
合
が

一
体
と
な
り
会
社
が
合
而

的
に
チ
ー
ム
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
が
整

っ

て
い
る
こ
と
で
練
習
環
境
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

き
ら
に
小
学
生
　
中
学
生
を
対
象
に
ト
ナ
ミ
運
輸

の
選
手
が
中
心
と
な
り
年
間
を
通
し
て
の
ジ
ュ
ニ

ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
敦
〓
の
開
催
な
ど
地
元
に
根
ざ

平
成
１９
年
度

（財
）高
岡
市
体
育
協
会
体
育
功
労
賞

（児
童
　
生
徒
）

〈
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
〉

北
　
　
尚
恵

（面
条
小
学
校
）

赳
田
　
強
末

（戸
出
画
部
小
学
技
）

竹
沢
　
利
紀

（国
十
小
学
枚
）

坂
本
　
紗
奈

（大
門
小
学
校
）

坂
本
　
絵
■

（人
門
小
学
校
）

大
な
　
　
浸

（能
町
小
学
代
）

な
原
　
，
悟

（Ｈ
十
小
学
校
）

官
Ｈ
　
　
優

（高
曖
中
学
校
）

朽
遭
　
　
安

（新
●
中
十
在
）

登
坂
　
給
莉

【高
足
中
学
校
）

紺
野
　
〓
太

（高
岡
両
部
中
学
校
）

〈
フ
エ
ン
シ
ン
グ
競
技
〉

同
斗
　
宏
え

（末
口
小
学
校
）

川
削
　
一免
付

一成
夫
小
学
校
）

棚
辺
　
知
去

（代
野
小
学
校
）

一
守
　
訳
人
朗

（枚
野
小
学
校
）

三
木
　
階
征

一博
方
小
学
校
）

川
削
　
英
亭

（成
来
小
学
校
）

二
上
　
由
梨

（成
柔
小
学
校
）

内
尾
　
知
丈

（万
業
小
■
校
）

始
合
　
体
才

（万
業
小
学
校
）

上
野
　
恵
梨
子

（水
橋
高
年
学
在
）

高
同
市
城
フ
ェ
ン
シ
ン
ダ
ク
ラ
ブ
男
子
チ
ー
ム

高
問
十
成
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
プ
女
子
チ
ー
ム

〈
姐
―■
喜
登
朔
ｉ
メ
〉

竹
碍
　
彩
夏

【国
吉
小
学
校
）

〈
カ
エ
一
す
持口
血航
と一
〉

有
二
九
満
里
七

（野
村
小
学
校
）

岩
瀬
　
■
子

（牧
野
小
学
校
）

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
崩
技
〉

成
夫
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

〈
こ来
清
壷
別
オ
ム〉

長
内
　
千
月

（方
野
中
学
技
）

と
町
賀
世
子

（芳
野
中
学
校
）

面
浦
　
大
朗

（小
杉
高
年
学
校
）

方
野
中
学
校
女
子
乗
道
部

〈
↓谷
沐
と理
哀
〉

田
　
虹
喜
奈

（代
水
中
学
校
）

田
中
　
ゆ
い

（首
山
商
冊
高
専
）

〈
時
に
Ｌ工
」航
ｔ
メ
〉

杉
本
　
　
比

（首
山
商
林
高
■
）

《
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
〉

高
岡
四
高
年
十
■
女
子
Ａ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
，
そ
し
て
今
後
も
ま

す
ま
す
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
通

し
て
、
地
域
貢
献
活
動
、
日

民
体
育
大
会
争
で
上
住
人
宮

を
呆
た
す
こ
と
や
、
オ
リ
ン

ピ

ッ
ク
通
子
を
吉
出
し
た
い

と
の
強
い
決
意
を
述
べ
ら
れ

研
修
会
が
終
了
し
た
．

碑
揺
翌
い働
第
１５
回
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
実
技
講
習
会
の
開
催
観
思
濫
め

ヤ
成
２０
年
１
月
発
同

一水
）
高
同
市
民
体
市

館
で
　
第
お
回
生
と
ス
ポ
ー
ツ
実
技
詳
習
会
が

開
催
さ
れ
た
ｔ
こ
の
講
習
会
は
、
市
民
ひ
と
り

一
ス
ポ
ー
ツ
の
実
現
を
Ｈ
指
し
、
家
に
や
地
域

に
お
い
て
健
康
　
体
力
つ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
市
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
任
４

開
催
し
て
お
り
、
こ
こ
抜
年
は
小
学
生
を
対
象

に
　
す
ッ
カ
ー

一大
省
ア
ル
デ
ｆ
ｌ
ジ
ヤ
荒
谷

弘
村
置
子
）
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

（首
山
グ

ラ
ウ
ジ
ー
ス
）
　

柔
道

（谷
本
歩
実
達
キ
）
敦

ミ
な
ど
を
行

っ
て
き
た
。
今
年
度
は
、
宮
山
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
技
術
委
員
長
の
河
浦
　
成
氏
を

話
師
に
迎
え
、
指
卓
者
を
対
象
に
、

「基
本
的

な
運
動
　
動
作
の
習
得
、
年
怖
に
は
じ
た
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
法
」
と
Ｌ
し
て
　
講
義
と
実
技
指
導

が
行
な
わ
れ
た
。

議
義
の
始
め
に
、
現
在
の
子
ど
も
た
ち
の
取

り
ま
く
環
境
と
し
て
、
外
遊
び
や
グ
ル
ー
プ
遊

び
の
減
少
、
本
杵
的
競
技
開
始
の
に
年
齢
化
争

が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
　
基
礎
体
力
の
低

下

（出
来
る
子
と
出
来
な
い
子
の
２
極
化
）
や

コ
ー
デ
イ
不
―
シ
ヨ
ン

⌒定

位
　
反
応
　
バ
ラ
ン
ス
　
リ

ズ
ム
　
変
換
　
記
試
　
這
結
）

能
力
の
低
下
、
低
年
師
の
情

官
の
発
■
な
ど
が
お
こ

っ
て

お
り
、
子
ど
も
の
発
有
発
達

段
時
に
は
じ
た
指
導
の
考
え

方
を
指
導
そ
が
共
有
し
て
い

く
こ
と
、
日
立
期
に
お
い
て

い
か
に
大
き
く
成
長
す
る
の

か
を
第

一
の
Ｈ
的
と
す
る
長

期
的
視
野
に
立

つ
た
育
成
指

導
の
必
要
性
を
誉
げ
ら
れ
た
。

年
柿
に
応
じ
て
発
遣
し
て

い
く
器
官
　
機
能
が
実
な
る

た
め
、
そ
れ
に
お

っ
た
指
導

（効
率
の
主
い
指
導
）
が
必

要
で
あ
り
、
特
に
神
経
系
は
１２
歳
ま
で
に
は
ヨ

ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
能
力
は
、
基
礎
体
力
や
専
門
的
な
動

き
な
ど
の
基
礎
と
鑑
と
な
る
た
め
、
こ
の
上
台

な
し
に
専
門
的
な
指
導
の
み
で
は
に
か
な
力
は

身
に
つ
か
な
い
。
ま
た
　
こ
の
時
期
ま
で
に
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
　
礼
儀
な
ど
も
教
え
る
必
要
が

あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

実
技
指
導
で
は
、
ま
ず
始
め
は
歩
き
な
が
ら

幅
回
し
や
合
図
に
合
わ
せ
て
手
を
た
た
く
な
ど
、

色
々
な
準
備
体
操
を
し
た
後
、
し

つ
ぼ
取
リ
ダ

ー
ム
や
宝
迎
び
ゲ
ー
ム
な
ど
、
遊
び
感
覚
で
楽

し
み
な
が
ら
か
ら
だ
を
動
か
し
、
ポ
ー
ル
を
た

っ
た
様

々
な
動
き
や
、
ラ
ダ
ー
や
マ
ー
カ
ー
を

使
用
し
た
ト
レ
ー
エ
ン
グ
を
科
介
し
な
が
ら
実

際
に
行
な

っ
た
。
す
べ
て
の
動
き
に
お

い
て
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
要
し
、
参
加
者

は
始
め
の
う
ち
は
ぎ
こ
ち
な
か

っ
た
が
、
徐
々

に
ヨ
ツ
を

つ
か
ん
で
い
っ
た
。

参
加
ヤ
は
英

い
な
が
ら
楽
し
く
時
に
は
む
さ

に
な
り
な
が
ら
活
動
し
て

い
た
が
　
や
は
リ
ス
ポ
ー

ツ
を

「
来
し
む
」

こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
低
年
齢
時

か
ら
遊
び

の
要
素
を
多
く

合
め
み
ん
な
で
楽
し
く
違

動
す
る
こ
と
で
、
白
鉄
小と

コ
ー
デ
イ
ネ
ー
シ
ョ
シ
能

力
も
向
上
す
る
。
発
育
発

と
を
理
好
し
、
子
ど
も
た

ち
に
通
切
な
指
導
を
提
供

す
る
こ
と
が
指
導
者
と
し

て
呆
た
す
べ
さ
吉
務
で
あ
，

参
加
者
が
指
導
現
場
に
戻

り
今
後
の
指
導

に
生
か
し

て
も
ら
い
た
い
。
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かくあるべき (2)

小
学
生
の
抵
■
年
の
時
な
ど
筋
内
が
ま
た
十
分
に
発
逆
で
き
て

な
い
段
階
や
体
格
斉
が
大
き
く
勝
敗
を
左
右
す
る
段
階
で
は
、
身

体
の
小
さ
い
子
は
ほ
ど
試
合
で
勝
つ
喜
び
を
そ
験
す
る
よ
り
も

試

合
で
負
け
る
事
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
や
や
も
す
る
と
競
技
か

ら
の
逃
逆
や
試
合
に
対
し
て
の
恐
怖
感

嫌
悪
感
の
指
大
に
よ
る
競

技
中
止
な
ど
が
に
き
る
可
能
性
が
一向
く
な
り
ま
す
。
一」の
よ
う
と

段
略
で
は
、
精
導
者
は
子
供
連
の
競
技
か
ら
の
逃
逆
や
媒
忍
感
を

抱
か
せ
な
い
■
大
が
必
要
で
す
。
試
合
を
す
る
場
合
は
勝
て
る
相

手
を
通
Ａ
と
か
件
格

作
力
的
な
差
が
生
じ
な
い
よ
う
な
工
大
が

必
要
で
す
。
試
合
よ
り
も
む
し
ろ
練
習
で
の
中
で
競
技
そ
の
も
の
へ

の
発
岩
を
持
た
せ

町
き
に
さ
せ
る
上
夫
が
必
要
で
す
，
小
当
に
競

技
が
好
き
に
な
っ
た
後

試
合
に
負
け
た
化
し
さ
や
子
さ
な
ど
を

体
験
す
る
こ
と
は
競
技
の
上
虐
に
良
い
効
果
が
期
待
で
き
る
ば
か

り
で
な
く

負
け
や
自
分
を
否
定
さ
れ
る
と
い
つ
精
神
的
な
面
で

の
成
長
も
期
待
で
き
る
は
す
で
す
。

ま
た

撫
習
に
お
い
て
も
大
人
で
あ
れ
ば

試
合
に
勝
つ
為
に
必

要
な
撫
習
の
日
的
や
意
主
を
説
明
す
れ
ば
理
解
し
、
積
証
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
し
か
し

低
学
年
の
頃
は
自
分
の

興
味
や
関
心

好
き
嫌
い
で
物
事
を
判
断
し
ま
す
。
従
っ
て

子
松

這
が
本
し
く
積
紅
的
に
取
り
組
め
る
内
容
に
し
な
い
と
、
た
と
え

目
的
が
正
し
く
道
切
で
あ
っ
て
も
実
際
に
や
つ
て
み
て
楽
し
い
も
の

で
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
飽
さ
て
し
ま
い

真
続
さ
し
ま
せ
ん
！
≡
」に

指
導
者
と
子
供
の
ギ
ヤ
ッ
プ
が
生
ま
れ
ま
す
。
大
人
か
ら
す
る
と

『必
要
だ
か
ら
」

「勝
つ
た
め
に
は
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
２
，
」で
さ
せ
て
も

子
供
が
取
り
組
ま
な
い
か
ら

子
供
を

し
か
り
つ
け
無
理
大
型
や
れ
や
れ
と
せ
か
す
。
そ
れ
で
も
や
ら
な
い

と
、
『や
る
気
が
な
い
な
ら
や
め
て
し
ま
え
」
と
い
つ
悪
循
環
に
な
る

わ
け
で
す
。
練
習
す
る
の
も
試
合
に
出
る
の
も
上
役
は
子
供
這
な

の
で

年
齢
や
心
と
い
の
発
育

発
走
段
階
に
応
し
た
ト
レ
ー
一ラ
グ

植
日
の
選
択
や
”
対
け
は
非
市
に
重
要
で
す
。
大
人
か
ら
見
た
ら

面
白
そ
う
で
な
い
こ
日
で
も

子
供
達
か
ら
す
る
と
非
常
に
面
白

く

キ
し
く
て
も
自
分
か
ら
培
極
的
に
取
り
れ
む
も
の
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
，

筋
内
の
末
発
道
段
階
の
子
■
達
に
力
強
い
動
作
を
要
求
し
て
も

な
か
な
か
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

身
長
の
高
い
子

供
は
比
較
的
下
成
の
筋
力
が
弱
く
、
自
分
の
身
体
を
支
え
る
こ
と

き
え
精
一杯
で

左
右
の
速
い
動
さ
や
力
鏡
い
動
き
は
か
な
り
の
負

担
が
あ
り
ま
す
。
身
体
の
ど
フ
ン
ス
が
悪
く
動
き
も
ぎ
こ
う
な
く
頼

う
な
く
感
じ
ま
す
が
ど
」の
よ
う
な
子
供
が
第
一
次
■
餃
後
、
筋

内
が
付
さ
始
め
、
力
い
い
勤
き
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と

ま
る
で

別
人
の
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
と
力
強
さ
の
あ
る
動
作
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
早
い
段
階
で

動
さ
が
思
い
と
か

動
作
が
鈍
い
な
ど

大
人
と
同
様
の
動
作
を
期
待
し

要
求
す
る
と
か
え
っ
て
「価
抜
尚

え
な
い
の
だ
ろ
う
？
」
と
か

指
導
者
か
ら
要
求
さ
れ
る
動
き
が
出

来
な
い
自
分
を
責
め
不
安
と
焦
燥
ほ
に
悩
み
良
い
結
共
に
結
び
つ

か
な
い
こと
が
あ
り
ま
す
。

低
■
年
の
子
供
ほ
ど
本
格

体
力
に
勝
ち
負
け
が
影
智
さ
れ
試

合
で
ヽ
果
が
出
な
い

，と
が
夕
ｒ
≡
≡か
ら

本
来

素
質
が
あ
る

選
手
が
い
た
と
し
て
も
試
合
で
勝
て
な
い
と
『勝
て
な
い
選
手
」
と
い

う
先
入
限
で
子
供
道
を
領
る
恒
向
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
勝
ち

を
言
武
し
す
ぎ
る
指
導
者
の
ド
で
は
『勝
て
な
い
選
手
」
は
次
第
に

試
合
に
出
る
チ
ャ
ン
ス
や
指
導
者
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
る
回
数
も

減
り
、競
技
に
対
し
て
雄
悪
ほ
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
す
、
最
悪
の

場
合
は
途
中
で
止
め
て
し
ま
う
と
】
，
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
発
声

発
達
段
階
の
成
ネ
し
た
時
に
長
一高
の
競
技
レ
ベ
ル
が
ｉ
成
さ
れ
る
時

を
イ
メ
ー
プ
で
き
な
い
指
導
者
の
下
で
は

宗
質
を
見
い
だ
さ
れ
ず

負
け
る
遅
子

章
質
の
な
い
遅
手
と
い
つ
先
入
観
で
見
ら
れ

能
力

を
十
分
に
生
か
せ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で

指
導
子
は
子
快
道
の
持

っ
て
い
る
素
質
や
個
性
を
判
断
す
る
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
こ
の
運

動
経
験
と
心
と
体
の
発
育

発
遣
段
階
等
を
結
合
的
に
勘
朱
し
た

評
価
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

「鳩
来

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に
行
き
た
い
」
と
か
「オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
全
メ

グ
ル
を
取
り
た
い
」
と
夢
の
よ
う
な
話
が
出
来
る
子
供
道
が
沢
山
い

る
と
楽
し
み
で
す
【
現
支
主
義
で
「県
大
会
で
優
勝
し
た
い
」
で
も

緯
わ
な
い
で
す
が
、
夢
や
希
望
を
語
る
時
は
最
高
の
成
績
で
語
れ
る

昇
囲
気
が
あ
り

そ
れ
を
聞
さ

励
ま
し

応
授
す
る
家
反
や
仲
間

が
い
る
と
い
つ
ま
で
も
夢
を
，
ち
続
け
ら
れ
ま
す
。
指
導
者
が
常
に

子
供
た
に
掌
や
希
望
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
訴
り
か
け
や

話
を
す

る
こ
と
が
人
事
で
す
。
ヨ
】の
子
は
セ
ン
ス
が
な
い
」
と
か
「も
う
ろ

足
り
な
埜

な
ど
と
格
■
者
が
勝
手
に
自
分
の
器
で
子
供
達
の
オ
能

を
見
切
っ
て
し
ま
う
と

せ
っ
か
く
預
佐
っ
て
い
る
予
住
進
の
可
花
性

を
開
ぎ
し
て
し
ま
う
の
で

決
し
て
十
＝
た
の
夢
や
希
望
を
潰
す
よ

う
な
言
葉
を
発
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
子
供
迂
は
指
導
者
を
信
じ

て
い
る
の
で
、
具
体
的
な
選
手
の
名
前
を
出
し
て
『Ｏ
Ｏ
選
手
の
よ

う
に
な
れ
る
」
と
か
子
供
遣
が
Ｂ
で
見
て
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
型
想
と
す
る
選
手
や
プ
レ
ー
を
話
サ
か
け
る
こ
と
で
よ
り
具
体

化
す
る
の
で

出
来
る
限
リ
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
こ
つ
で
す
。
「百
師
は
一見
に
し
か
ず
」
で
す
。

ま
技
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
負
け
は
官
に
付
き
も
の
で
あ
り

こ
の

負
け
を
ど
の
様
に
し
て
受
け
入
れ
る
か
と
い
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

「よ
く
真
め
て
育
て
る
」
と
い
２
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が

一）れ
は
技

行
の
習
得
や
導
入
段
階
で
は
非
常
に
有
効
な
方
法
と
い
え
ま
す
が

あ
る
一定
以
上
の
競
技
レ
ベ
ル
の
段
階
か
ら
は
単
に
２
め
て
も
上
道
の

度
合
い
は
低
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
負
け
を
を
残
し

負
け
た
悔

し
さ
や
負
け
た
自
分
を
受
け
入
れ

次
の
を
デ
ッ
プ
に
進
む
時
に
は

褒
め
る
と
い
，
方
法
で
は
乗
り
切
れ
な
い
壁
が
存
在
し
ま
す
。
負
け

た
遅
子
自
身
一人
で
考
え
さ
せ
る
か

指
導
者
と
負
け
た
選
手
と
で

一緒
に
な
つ
て
考
え
る
か
は
時
と
場
合
に
よ
り
ま
す
が

最
終
的
に
は

悔
し
い
勝
ち
た
い
と
思
わ
せ
、次
に
勝
つ
た
め
に
は
何
を
し
た
ら
良

い
か
考
え
る
こ
と
が
三
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
負
け
た
梅
し
さ
や

勝

ち
た
い
と
い
つ
強
い
欲
求
は
＋
常
に
大
き
な
子
■
ル
ギ
ー
を
生
み
出

し
ま
す
が
一時
的
な
も
の
で
す
。
従
つ
て

■
に
こ
れ
を
稚
や
す
る
ん

に
は
せ
中
か
ら
目
禅
設
定
や
動
模
付
け
の
再
確
認
を
行
う
こ
と
で

Ｒ
行
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
変
え
て
取
り
紅
め
る
よ
う
に
す
る
と
効
其

的
で
あ
り
長
く
続
き
ま
す
。

さ
ら
に

負
け
て
合
」ん
で
畜
ち
込
ん
で
い
る
い
や
巧
く
ブ
レ
ー
で

き
な
い
時
な
ど
、指
事
者
が
あ
れ
こ
れ
助
言
す
る
方
法
も
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
心
の
成
長
を
待
つ
時
間
が
必
要
な
時
も
あ
，
ま
す
。

時
に
は
指
導
者
よ
り
も
家
族
や
友
人
の
言
菓
の
方
が
励
ま
し
に
な

っ
た
り

助
言
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
テ
ー
ム
や
練
習
の
こ
と
を

考
え
る
と
色
々
と
口
を
出
し
た
く
な
り
ま
す
が

『心
の
練
習
」
と

割
り
切
っ
て

精
導
者
が
少
し
待
っ
て
み
る
奈
裕
を
持
？
」と
も
大
切

で
す
。
指
■
者
は
自
分
の
経
験
だ
け
で
指
導
す
る
の
で
は
な
く
営
に
科

■
的
な
棋
拠
と
な
残
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
を
両
方
勘
案
し
な
が
ら

緯
背
メ
一こ
―
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
医
学
や
運
動
生
理

学
的
な
姉
見
は
日
々
研
究
さ
れ
新
し
い
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
の
で

５
年

１０
年
前
の
知
識
は
適
用
し
な
い
と
い
，
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま

す
。
単
な
る
経
験
劇
で
練
習
を
考
え
て
い
る
だ
け
で
は
半
然
不
十
分

で
あ
り

練
対
の
日
的
を
明
確
に
し

何
故
す
る
の
か
，
ど
こ
を

ど

の
様
に
動
か
す
と
何
が
盤
え
ら
れ
る
か
と
い
つ
こ
と
が
説
明
で
き
な

い
よ
う
で
は

指
導
者
の
自
己
滴
足
の
恕
習
に
陥
り

練
習
の
た
め
の

湘
習
に
な
つ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
ま
た

科
学
的
提
拠
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
理
論
優
先
の
海
習
も
時
に
は
役
に
立
た
な
い
」と
が
あ
る
の

で
経
験
的
に
得
ら
れ
た
情
報
と
科
学
的
な
埋
請
に
よ
る
方
法
を
ト

手
に
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て

一しの
よ
う
に
し
て
考
え
た
那
習
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
（効

果
）
が
あ
る
か
ど
う
か
の
確
訟
作
業
一評
１１１ｉ
）
を
行
っ
て
下
さ
い
。
た

だ
、
練
習
を
し
て
い
る
だ
け
で
は
自
分
の
力
が
伸
び
た
か

出
来
な
い

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
つ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
一しれ
は
毎
日
の
練

習
の
中
で
「出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
」
と
い
つ
語
り
か
け
か
ら
、
タ

イ
ム

三
塁
や
反
仁
回
数
の
測
定
な
ど
の
方
法
、
さ
ら
に
は
様
習
試

合
と
い
つ
や
り
方
ま
で
色
々
あ
り
ま
す
．

小
さ
な
課
題
で
も
積
い
ま
せ
ん
、
課
題
を
遣
成
出
来
た
と
い
つ
白

信
の
積
み
重
ね
が
大
き
な
自
信
に
な
り
、さ
ら
に

試
合
に
勝
っ
た
時

に
は
子
供
道
の
指
る
ぎ
な
い
自
信
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
一」の
時

必
ず
指
導
者
か
ら
褒
め
る
言
末
を
派
え
て
ド
さ
い
。
指
導
者
の
二
●

が
子
供
達
の
一■
の
支
え
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

以
上

指
導
者
の
あ
る
べ
き
姿
勢
に
つ
い
て
考
え
て
見
ま
し
た
。
多

く
の
将
来
有
望
な
子
■
達
の
前
途
を
夢
と
希
望
の
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
に
も

指
導
者
は
↑
に
向
上
心
と
研
究
心
を
持
ち

現
状
に

前
足
す
る
こ
と
な
く
常
に
子
“
こ
の
■
点
に
立
ち
指
■
方
法
を
■

え
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
く
ら
如
試
や
技
術
を
加
つ
て
い
た
と

し
て
も
適
切
を
状
況
判
断

，
え
方
や
コ
ー
テ
ン
ダ
テ
ク
一ラ
ク
な
ど

を
知
ら
な
け
れ
ば

指
導
者
の
意
に
反
し
た
伝
わ
り
方
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

指
卓
者
の
燕
煮
が
伝
わ
る
ど
こ
ろ
か

逆
に

子
供
達
は
指
導
者
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
さ
え
起
営
て
き
ま

す
．社
会
環
境
が
日
々
安
化
し
、
家
に
で
の
青
て
ら
れ
方
も
古
と
は
遣

い
ま
す
。
人
間
の
基
本
的
な
付
さ
合
い
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
現
場
の
指
導
者
の
方
々
の
負
担
は
増
え
る
一方
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が

毎
日
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
必
す
子
供
進
の
行
動
や
結

果
と
な
つ
て
現
れ
て
来
ま
す
。
子
供
道
が
競
技
（ス
ボ
ー
ツ
）を
通
し
て

人
間
性
の
向
上
と
人
権
形
成
の
役
に
立
つ
よ
う
配
慮
し

将
来

多

く
の
■
体
進
が
宮
山
県
や
日
本
を
代
表
す
る
選
手
と
な
り
、次
の
せ

代
を
担
う
指
導
者
と
な
る
よ
う
な
環
境
が
出
来
る
こ
と
を
順
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
時
に
は
き
つ
と
高
岡
市
は
ス
ポ
ー
ツ
先
進
地
域
と
し
て

京
崎
ら
し
い
指
導
力
の
あ
る
指
導
者
が
沢
山
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も
う
一度
指
導
者
の
原
点
に
立
ち
返
り

子
＝
遣
の
ん
に

な
る
指
導
を
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

指
導
者
の
皆
様
方
の
今
後
の
壷
々
？

）市
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。



高
岡
市
合
気
道
連
盟
は
合
気
会
高
同
支
部

の
役
割
を
持
ち
、
合
気
道
の
入
門
道
場
と
し

て
月
曜
日
と
木
曜
日
の
午
後
７
時
３０
分
～
９

時
ま
で
高
岡
武
道
衛
に
て
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
富
山
県
合
気
道
連
盟
と
も
リ
ン
ク

し
て
お
り
小
矢
部
道
場
、
大
円
道
場
、
富
山

北
道
場
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
道
場
等
と
も
活
動
を

共
に
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

許
す
武
道

技
　
西
尾
昭
二
師
範
の
教
え
を
吉
田
幸
治

師
位
が
引
き
雑
ぎ
、
体
術
は
も
と
よ
り
木
剣

や
杖
さ
ら
に
は
刀

（刀
法
居
合
い
）
を
用
い

て
合
気
道
の
捌
き

（さ
ば
き
）
を
表
現
し
稽

古
に
取
り
組
ん
で
開
祖
植
芝
盛
平
翁
の
志
に

体協だより

少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

西
尾
流
合
気
道
の
理
合
は
相
手
を
認
め
、

相
手
を
計
し
、
相
手
に
与
え
共
に
生
き
る
道

を
探
す
。
決
し
て
構
え
な
い
自
然
体
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
　
。

計
す
武
道
―
合
気
道
の
理
合
を
体
現
し
て

い
く
に
は
、
三
つ
の
重
要
な
要
素
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
入
り
身
、
当
て
、
穣

（み
ち

び
き
）
の
剣
の
技
術
で
す
。
こ
塗

〓
要
素
の

十
分
な
理
解
と
体
得
な
し
に
、
武
道
と
し
て

の
合
気
道
を
表
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
無

い
か
と
考
え
ま
す
。
ど
れ

一
つ
と
し
て
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
、
不
即
不
離
の
関
係
に

な
る
と
言
え
ま
す
。

平
成
１９
年
度
は
２
月
１
日
現
在
、
‐１５

団
体
　
個
人
か
ら
２

３
５
０

０
０
０
円

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
月
抑
日

（金
）
ま
で
。

（“【一ポ‐ツアングル

高
岡
ｉ
ゴ
ル
フ
遭
盟
が
福
岡
町
ゴ
ル
フ
協
会
と
組
織

施
一し
て
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
こ
の
間

組
織
、
選

営

財
政
面
等
で
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
一段
と
一体
感

が
増
し
ま
し
た
。
お
互
い
の
違
い
を
尊
重
し
な
が
ら
目

的
と
し
て
い
る
「ジ
ュ
一ア
の
育
成
」
「ゴ
ル
フ
の
振
興
」
に

取
り
紙
ん
で
き
ま
し
た
が
紙
面
で
報
告
で
き
る
活
躍
、

成
果
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
０
０
年
宮
山
国
体
を
ピ
ー
ク
に
競
技
力
、
競
技

人
口
に
お
い
て
も
低
下
、減
少
を
き
た
し
て
い
る
状
況
の

中
で
昨
年
、
一昨
年
の
女
子
プ
ロ
の
汚
躍
、
石
川
速
君
の

話
題
は
久
し
振
り
に
ゴ
ル
フ
界
に
と
つ
て
明
る
い
材
料
で

あ
り
、ゴ
ル
フ
を
見
直
す
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
は
生
透
ス
ボ
ー
ツ
と
し
て
老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
、
力
畳
に
応
じ
た
形
で
プ
レ
ー
、

競
技
出
来
る
他
の
種
日
に
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
そ

の
反
面
、プ
レ
ー
代
、道
具
、
服
装
に
経
費
が
か
か
る
、仲

間

同
伴
者
が
必
要
と
言
う
碁
い
面
だ
け
が
強
調
さ
れ

が
ち
で
す
が
、昨
今
の
ゴ
ル
フ
場
は
一人
で
も
受
け
入
、初

対
面
者
と
の
交
流
の
場
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
し
、村

金
に
お
い
て
も
格
安
で
解
放
し
て
い
ま
す
。
（こ
れ
で
も

他
競
技
に
比
べ
る
と
高
額
で
す
が
）

４
月
２９
日
の

５
月
１０
日
０

５
月
，
日
ω

６
月
２‐
日
い

６
月
２３
日
０

７
月
２６
日
口

９
月
‐４
日
０

セ
月
６
日
は

セ
月
？
日
０

前
田
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（中
学
の
部
〉

平
成
２０
年
度
評
議
員
会
　
体
育
功
労
者
表
彰
式

第
６‐
回
自
山
県
民
体
育
大
会
総
合
同
会
式

第
３
回
高
岡
市
民
体
育
大
会
総
合
開
会
式

２９
日
０

第
３
□
高
岡
市
民
体
育
大
会
中
心
会
期

２７
日
０

第
御
回
目
山
県
民
体
育
大
会
中
心
会
期

前
田
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
一
般
の
部
》

研
修
会
　
体
育
功
労
者
表
彰
式

（児
童
　
生
徒
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

こ
の
１０
年
来
取
り
組
ん
で
き
た
ジ
≡
一ア
の
育
成
に
関

し
て
は

夏
幸
に
強
化
合
宿
と
し
て
国
体
強
化
選
手
を

含
め
、
小
、
中
、高
校
生
を
対
象
に
誰
で
も
参
加
で
き
る

ゴ
ル
フ
に
鶏
し
む
機
会
を
つ
く
つ
て
い
ま
す
の
で
子
弟
の
参

加
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

ま
た
這
盟
と
し
て
市
民
体
育
大
会
、県
民
体
青
大
会

へ
の
参
加

広
が
り
を
始
め
、暮
秋
に
行
な
っ
て
い
る
シ
■

ア
の
大
会
、
市
内
６
校
下
で
の
住
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
更
に

発
展
強
化
を
は
か
り
普
及
振
興
に
努
力
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

華
々
し
い
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ア
ー
の
活
躍

誕
生
だ
け
に
ス
ボ
ッ

ト
が
当
り
が
ち
で
す
が
、本
来
平
行
し
て
行
な
う
べ
き
ゴ

ル
フ
の
基
本
で
あ
る
ル
ー
ル

マ
ナ
ー
の
向
上

自
ら
が
審

判
で
あ
る
と
言
う

「自
己
申
告
制
」
と
言
う
、
已
を
常
し

な
が
ら
テ
レ
ー
す
る
厳
し
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

こ
の
こ
と
が
人
間
形
成
に
大
き
く
役
立
ち
、
発
展
遼
上

に
あ
る
章
少
年
に
是
チ
と
ヽ
お
勧
め
し
親
し
む
検
会
を

創
る
よ
う
当
運
盟
と
し
て
最
大
限
の
努
力
と
地
道
な
活

動
を
展
開
、
雄
続
し
て
い
き
ま
す
。

緑
の
大
地
で
白
球
を
飛
ば
し
、
心
身
共
に
従
康
に
貨

方
も
ク
ラ
ブ
を
振
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

高
岡
市
ゴ
ル
フ
連
盟
　
理
事
長
　
一三
角
　
武
重

「あ
す
り
１
と
高
岡
」

は
平
成

二
年

二
月

に
創

刊
し
て
以
来
、
二
十

一

回
に
わ
た
リ

ス
ポ
ー

ツ

ド
ク
タ
ー

ア
ド

バ
イ

ス

や
加
盟
団
体
の
紹
介
な
ど
の
道
載
を
は

じ
め
ス
ポ
ー
ツ
振
果
に
関
す
る
話
題

情
報
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
四
月
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
振
典
事
業
田
と
本
協
会
が

統
合
し
、
高
岡
市
に
お
け
る
体
育
　
ス

ポ
ー
ツ
振
果
の
総
括
団
体

に
と
な
る
こ

と
か
ら
本
社
の
呆
た
す
役
割
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
い
充
実
し
た
広

報
紙
に
し
た
い
も
の
で
す
。

忌
悼
の
な

い
ご
意
見
　
ご
要
望
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
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